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愛鳥教育で校内暴力はなくなるか
(財)日本烏類保護連盟

松田道生

「今、学校で」というドキュメントが新聞に連載された

ころが、なつかしいと思うほど、最近の新聞に報道され

ている学校の現状は、かなしくなるばかりです。

この原因の一つには、今の教育が知識のつめこみばか

りで、生命を大切にするような情操部分の教育活動が、

欠如しているからだと、研究会の会合などでよく耳にし

ます。

以前、子供たちの自殺が問題になったころ、奥秩父の

小さな学校を訪ずれました。もちろん、愛鳥活動の指導

をかねて見学にいったわけです。全校で20人位の分校で、

全員で烏にとりくんでいるのです。学校の裏庭で烏のた

めにトウモロコシを栽培したり、学校の石垣に巣を作っ

たハクセキレイを観察しています。ちょうど私が訪ずれ

た時は、次の週にひかえた理科の発表会のために、練習

をしているところでした。

残念ながら、この学校は、2年後に廃校になってしま

いましたが、その時子供たちの見たジョウビタキの赤い

胸と、校長先生がおっしゃった「ここの子供たちは、絶

対に自殺しませんよ」といった言葉を今でもおぼえてい

ます。

そのころ愛烏教育とは何なのか悩んでいた私は、ああ、

これが愛鳥教育なんだなあと、目からウロコが落ちた,思

いがしたものです。

今、このように学校のことが問題になるにつけ、愛鳥

教育の必要性をつくづく感じます。巣箱をかけたり、烏

にエサをやったりバードウォッチングをすることにより、

校内暴力がいっぺんになくなるなんて、思ってはいませ

んが、少しは効果があるはずです。

悪い積みかさねが、今の学校の問題の根源になってい

るならば、少しずつの小さい良い積みかさねがあれば、

今の学校の問題を解決できるはずです。
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国会に巣箱かけ

国会に巣箱を架けては、という提案があったの

は去年の11月でした。これは「鳥類保護議員懇話

会」の代表・井出一太郎さんとメンバーの大村雲

治さんとの間で話されたもので、元環境庁長官の

鯨岡兵輔さんも賛同し、実行しようということに

なりました。

この懇話会は、10年前に発足し現在国会議員が

超党派で300人も参加しています。今までの主な

活動は、烏獣保護のための国家予算の確保や、国

際的な渡')烏条約の締結推進、トキの保護など、

国政の中で烏を守る提案や活動をしています。ま

た事務局は、日本烏類保護連盟で預かっています。

この話がたまたま連盟にあったのは、烏獣保護

実績発表大会の当日で、この会の審査にこられた

田村活三会長に相談しました。そして、どうせや

るなら、近くの愛烏モデル校や研究会会員校に協

力を求めて、巣箱を作ってもらい架設もやろうと

いうことになりました。

国会に巣箱を架けるなんて、ブラシといってチ

ョコッと架ければ良いと考えていましたが、実は

これが大変、連盟と国会と職員の2回の打ち合せ

と3回もの調査を行わなくてはな')ませんでした。

打ち合せは、そのたびに10数人の関係者が集まり、

たかが巣箱と思っていたのは大間違い。この間、

資料や企画書、実施要領を持って国会に何回も足

をはこびました。

また、実際に、計画が動きはじめたのは2月中

旬で、早く巣箱を架けないと烏たちの繁殖が始ま

ってしまうことと、愛鳥モデル校の生徒に協力を

求めるならば、学期末になる前にやらなければな

らないというタイムリミットがあっただけに、大

忙しだったわけです。

そして、3月7日の月曜日、3時30分に国会前

庭に、25個の巣箱をかけることにな)ました。当

日は、世田谷区立船橋小学校、同八幡小学校、同

二子玉川小学校、同赤堤小学校の4校の先生、児

童が40人余参加してくれることになりました。ま

た、青梅市立第4小学校、五日市町立戸倉小学校

からは、巣箱を提供してもらいました。

当日は、まだ寒い国会前庭に関係者が三々五々

集まってまいりました。いくつかの学校が道に迷

ったりしてハラハラする場面もありましたが、国

会議員の先生方が12人も参加してくれた他、報道

関係者を含めて100人近い参加者でにぎわいまし

た。

今回架設した巣箱は、国会集辺で生息していて

巣箱に入る可能‘性のあるシジュウカラ、ムクドリ

スズメ用で、合計25個です。いずれもハシゴを使

って、人の手のとどかない高い所に設置しなくて

はならず、主に身軽な男の子が架設してくれまし

た。国会議事堂が、バックに入る木でまずは報道

カメラマン向きのポーズを八幡小学校のお友だち

にとってもらいました。

この後、残りの巣箱を架設した後、またとない

機会ですので憲政記念館の食堂で、懇談会を開き

ました。

この巣箱架けは、当日NHKニュース、翌日の

朝日、毎日、サンケイ等の新聞でも取り上げられ

ました。

また、巣箱のことを知った総理大臣からも首相

官邸に巣箱を架けてほしいとの要請があった他、

何人かの国会議員、公共施設からも希望があり、

余裕のあるがぎI)連盟では、希望にそうよう協力

していきます。

国会に巣箱なんて、そぐわない感じですがこん

なところから、少しでも自然保護がすすみ、愛鳥

教育がや')やすくなるならそれにこしたことはあ

りません。

当日参加してくれた学校や巣箱を提供してくれ

たみなさんどうもあ)がとうございました。また

関係者の方々ご苦労さまでした。誌上を借りてお

礼申し上げます。
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愛鳥講座11/愛鳥活動の計画
愛鳥教育研究会常務理事

下田澄子

はじめに

今回は、愛知県の音羽町立音羽中学校の1972年

の鳥獣保護実績書についてご紹介します。音羽中

学校は、この年の「全国野鳥保護のつどい」で､

環境庁長官賞を受賞しました。全国鳥獣保護実績

発表大会もそうですが、発表された内容や受賞さ

れた資料が、発表や表彰式の終了と同時に過去の

ものとなり、そこに出席した人だけにそれぞれの

形で受けとめられ、活用されることが少ないので

はないかと思います。愛鳥活動を推進することに

つれづねご尽力いただいている多くの現場の方々

に少しでもご参考になればと思い、今までの受賞

校の資料の中から、ご紹介していきたいと思いま

す。なお本稿を著すにあたっては音羽中学校の山

本勝先生に、ご承認をお願いいたしましたところ、

ご‘快諾をいただきました。誌上を借りて厚くお礼

申し上げます。

愛知県宝飯郡音羽町立音羽中学校1972

鳥獣保護実績報告書（抜粋）

I規約

1，名称音羽中学校野鳥愛護会

2、目的この会は郷土を愛し、野鳥愛護な

らびに自然保護活動を進め、その輪を全

町や全国さらに国際的なものとして広め

るとともに生徒の情操を高めることを目

的とする。

3、事業この会は目的達成のため次の諸事

業を行なう。

（1）巣箱給餌台の製作や設置

（2）生態観察の活動

（3）巣箱の補修、管理の仕方

（4）愛烏思想を高める諸活動

ア講話

イ展示会

ウ意見発表会

エ作文、習字、ポスタ一等の製作、掲示

（5）各種コンクールへの参加、および諸団体

Ⅱ
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5，

体との資料、作品の交換

(6)その他、野鳥愛護に関する一切の事業

、組織この会は、本校の全生徒、職員を

もって組織する

音中野烏委員会一委員会一部落会

（生徒会)一(通学団長会)－(通学団会）

、指導体制

全職員が、生徒の自主的な活動を支え、

有機的なつながりの中で、全校体制、全

町体制をもって指導にあたる

指導内容の概要

、巣箱のかけ方の手引

(1)巣箱をかける場所

アお宮の森など………ムクドリ、フクロ

ウ、アオバズク

イ畑、野原を囲む林…ムクドリ、シジュ

ウカラ

ウ山に続く松林、雑木林…シジュウカラ、

ヤマガラ、ヒガラ、

ゴジュウカラ、ア

カケラなど

(2)巣箱はどのようにとりつけるか

ア枝の少ない幹のものを選ぶこと（ヘビ、

ネズミ等の外敵から守る）

イかけようとする巣箱の出入口の方向

附近に外の木がなく、小鳥が飛ぶの

に便利なこと

ウ巣箱を理想的にかけた時、出入口が上

向きにならないこと

エ取りつけの高さの標準

シジュウカラ、ヤマガラなど………

……3m前後

ムクドリ、コムタドリ………………

一淫･…4～5mぐらい

キツツキ類……4～10mぐらい

オシドリ、アオバズク、フクロウ…

……5～10mぐらい

＊かける木の下が草むらになって

1，

（1



いる時は、草の上から高さを測っ

てきめる

オ出入口の方向

北東または南（西向きは明るいからい

けない）前方にうつむきかげんにかけ

る（雨水、明るさを防ぐ）

力木に取りつける時の注意

しゅろなわでしっかり固定する。幹に

めりこまないように、杉皮をまいて、

その上に結びつけるのがよい

（3）巣箱取り付けの時期

秋から冬、春になってからでもよい。

（鳥によって営巣の時期がちがうから営

巣時間を研究すること）

なお巣箱取り付けに当たり、巣箱の附

近に川や池があり、小烏が水に不自由し

ない所を選ばなければならない。もしな

い場合は、附近に小さな水たまり（たる

などをうめる）を作ってやることが必要

である。また、巣箱の附近に実のなる木

（ヅルウメモドキ、ヒサカキ、ガマズミ

など）のある所を選ぶ

2観察と手入れの手引き

（1）観察研究問題の選び方

ア利用した烏

イ巣材を運び始める前のようす

ウ巣材を運び始めた月日と終わった月日

エ巣材を運んでいるようす

オめす、おすのどちらが巣を作るか

力産卵の日時、個数

キ卵のようす

ク卵を温めるようす

ケひなのかえった月日

．ひなのかえるようす

サ親鳥が餌を運ぶようす

シ親烏が餌を運ぶ回数

ス運ぶ餌の種類

セひなにかえってから巣立ちまで､の日数

－7－
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ソかえらない卵数

夕巣の内径、外径、

巣の材料

※以上は、問；※以上は、問題設定の例であり、こ

の他、研究者自ら選ぶことが必要

（2）観察上の注意

ア調査の時、小烏を驚かさないこと。産

卵期の観察は特に注意、しかし野鳥の驚

くのを心配して、観察を怠ってはならな

い。観察回数は1日1回位

イクモ、ハチ、ネズミ、ヘビなどが入る

と、烏は利用しないから、手入れをする《

営巣期に入って、1～2月後も利用しな

ければかけかえること

ウ観察研究は根気よく、観察記録はあり

のまま

3繁殖期を中心とする野鳥研究家の観察すべ

き要点

（1）渡来

ア繁殖地への渡来、繁殖の時期。気温、

気象

ィ渡来の状態

（ｱ）単独か、群れでくるか

（ｲ）雌雄の一方が先にくるかどうか

ウ繁殖行為の始まり

行）一雌一雄か、一雄多雌か

（ｲ）さえずり、およびディスプレイ

（2）営巣

ア営巣場所

（ｱ）地上または樹上（木の種類、高さ、

環境）

（ｲ）ある面積内に発見される巣の数、ま

たは巣と巣の距離

（ｳ）巣の位置および日光、方向、その他

の関係

イ営巣開始時期

ウ営巣に従う雌雄の別

エ巣を作る材料と構成法（つ<')方）
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（ｲ）第2回目の繁殖は同じ雌雄で行うか

どうか

ウ繁殖の終わ)

（ｱ）繁殖期を去る時期および状態

（ｲ）ひなの去るようす

(6)その他

ア年々同じ地点または同じ巣を利用する

か

イ年々同じ親が同じ地方に帰ってくるか

※ここでまとめたことがらは、野鳥

の観察の仕方、その記録のとり方の

手引きです。これを参考にして、研

究計画をたて、りっぱな研究を進め

ましょう。なお実際に研究を進めて

いくと、「なぜだろう」と考えられる

新しい問題を発見できるでしょう。

そうしたことを見落とさないように

していくことも大切なことです。

オ巣の測定と形状（かたち）

力巣を作るのに要した日数

キ営巣完了と産卵との関係

(3)産卵

ア産卵

（ｱ）産卵の間隔時刻と気象の関係

（ｲ）卵の形、長さ、幅、重量

（ｳ）卵の色、卵の数

(4)抱卵

ア抱卵

（ｱ）抱卵開始の時期

（ｲ）抱卵に従う雌雄の別とその時間分担

（ｳ）抱卵中の親烏の動作

（ｴ）ふ化に要する日数と気象との関係

（ｵ）抱卵中の親鳥の体温、卵の温度

（力）ふ化の状態、ふ化に要する時間、時

刻

（ｷ）ふ化率、ふ化しなかった卵の運命

（ｸ）卵のからの処置

(5)育すう（ひなの育て方）

ア抱卵

（ｱ）育すうに従う雌雄の別

（ｲ）親鳥の餌をとってくる区域

（ｳ）餌を与える回数、時間、方法

（ｴ）餌の種類、量

（ｵ）巣の清潔さの保ち方

（力）ふ化の数と巣立ちの数

（ｷ）ひなの羽毛、形

（ｸ）ひなの能力（力）知能、習性

（分ひなの発育状況（成長）

（.）巣立ちに要する日数と気象との関係

㈹巣立ちのあ')さまと巣立ち後の育す

うのようす

（ｼ）ひなの独立後の行動

（ｽ）ひなを保護するための親烏の行動

イ繁殖の回数

（ｱ）第2回の繁殖は、同じ巣同じ場所で

行うか

音羽中の指導の手引きから考えられること。

自然現象に対して、児童生徒が自ら疑問や問題

を持ち、その解決のために活動し、自分自身の体

験を通して、その理由づけができるようになると

いう筋道が、自然科学の学習の望ましいあ')方で

あると思います。しかしこのような一連の学習活

動が成立するためには、非常に工夫された学習環

境の設定が,必要で､す。

目標に照らして、その提供されている自然の条

件を、教師がどうとらえ、どのように解釈し、そ

の学習内容について、どれほどの見通しを、あら

かじめ持っているかが、児童生徒の活動の豊かさ

やひろが')を保障する鍵となっていくのではと考

えます。

ところが性々にして、特に教科書にその内容が

のせられていない活動については、児童生徒の主

体的な活動の重視ということで「さあ皆でいっし

ょになって協力してや')ましよう」「よくみてごら

んなさい。何か発見できるで､しよう」「どんなこと

－8－



でもいいのです。何でもみつけたことを記録しま

しょう」というような漠然とした指示だけになり

がちです。野外観察になれていて、児童生徒の自

然に対する見方や考え方がきたえられている場合

には、このような形でその成果が期待できるかと

も思われますが、そうでない場合かなり無理なこ

とになるでしょう。

クラブ活動等で愛烏活動を設定してしばらくす

ると､｢やることが余りない｣｢毎回同じでつまらな

い｣｢勝手なことをして何となく遊んでしまう」な

ど、学校の教育活動として、物足らない、価値が

低いものになりそうだなど、聞くことがありまし

たが、この辺に事情があるのではないでしょうか‘

しかし、あまりにこの計画そのものに固執して

考えてばかりいますと、そうでなくても多忙な現

場では、愛鳥活動のような特色ある活動をとり入

れることにふみ切れない場合もでてきます。した

がって他校の実践を参考にして、身近な、実現可

能な活動を、目標を明確にして、あまり範囲を広

げないで、できる限り活動や観察の観点をはっき

りさせて、児童生徒と共に行動してみてはと思い

ます。

そしてこの音羽中学校の、野鳥愛護会の規約や

巣箱のかけ方の手引きや、繁殖期を中心とする観

察の要点は、多くの示唆をもたらしてくれるもの

と′思います。

活動にあたっての要点や、観察の観点などにつ

いては、いつも話し合われる内容で、お互いにわ

かっていることのようなのですが、なかなかこの

ようにまとめて、明確に提示される例が少ないよ

うで､す。

これは、このことは言い過ぎで､あるとか、この

点は言い足')ないとか、いろいろと論議が出やす

い個々の問題を持っているということがあ')ます。

また地域によって違う結果の出ている観察内容が

あることや、例えば音羽中の繁殖期を中心とする

観察の要点の中の、産卵の項で、卵の重量をはか

るといった、研究者が許可を得て実施しなければ

ならないことなど説明不足な点が出てきてしまっ

たりなど、文章化することには、いろいろむずか

しさをともなう面があります。

しかしそうであるからなおさら、お互いに見解

を明確にして、それによって調査を一段と深めた

り専門家の指導を受けるなど、あいまいな事柄を

一つ一つ消し去る努力が必要と思います。

また特に愛鳥活動について、学校全体の人に理

解を深めていくという面で、この学校のようにそ

の実施される内容が明確になっていれば、野鳥に

ついて、どうもとりつきにくい、なじめないと感

じている人たちにも、その理解が得やすく、協力

を得ることも可能になってくるのではないでしょ

うか。

自然を級密に観察することによって、自然のし

くみのとても人間の知恵の及ばない巧みな様相に

出会います。また愛鳥活動では特にか弱い野烏の

自然の中でのきびしい生き方にいやでもふれるこ

とになります。教師が何も言わなくても、児童生

徒は、自然の中からそれらを見取り、学び、考え

るようになるで､しよう。その自ら感得した自然か

ら学び得たものこそ、豊かな情操を培うもとにな

るものと信じます。手をたずさえてこの活動の充

実をめざし研究をすすめてまいりましょう。
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愛鳥講座／資料編 児
童
が
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愛鳥活動プログラム実践例

戸

倉
小
一

(3)学年別の目標（主としてはじめに

愛鳥活動をいざはじめようとした時、何からは

じめていいかわからないといったことがまず第一

の壁となります。また何年続けた活動も、いつか

これでいいのだろうかという疑問がおきるのは当

然です。

そんな時、他の学校でどのような活動をしてい

るか、わかると多少は安心するものです。といっ

たわけで、ここでは実際に使用された愛鳥活動の

プログラムをご紹介します。まず、五日市町立戸

倉小学校は、基本方針の例文と6月の学年別の活

動計画、そして世田谷区立船橋小学校の一年間の

学年別の活動計画です。戸倉小学校は自然の多い

ところ、船橋小学校は都会で活動しています。

｜学年別の目標（主として「はばたき」の時間

を中心として）

1学年：身近な野鳥に接して、名まえや特徴を

覚え、親しむようにさせる。

2学年：身近な野鳥に接して、飛び方、歩き方、

えさや水の飲み方などの生活のし方を

見とり、親しむようにさせる。

3学年：身近な野鳥に接して、野鳥に親しむと

ともに、それらが他の生物や大きく季

節と関係していることを気づかせる。

4学年：シジュウカラ（ツバメ）などの観察し

やすい野鳥のようすを継続して調べ、

成長には段階があること、生命は連続

していることに気づかせる。

5，6学年：野鳥は環境の影響を受けて生活し

ていることを理解させる。

野鳥は他の生物と互いに影響し合っ

て成長したり、繁殖したりしているこ

とを理解させ、生物と環境との相互関

係について関心を深めさせる。

自然保護の考え方を以上のことから

深めさせる。

（例）戸倉小学校の愛鳥教育活動

1目標

本校の愛鳥活動は昭和42年東京都より愛鳥モデ

ル校の指定を受けて以来続けられている。

それは、教育目標「明るく思いやりのある子」

の具現化の一場面として位置づけられており、活

動内容としては大きく、保護活動と観察学習があ

る。

以下、それぞれのねらいを述べる。

(1)保護活動

冬期の給餌活動、実のなる木の植樹、巣箱の架

設等を行うことにより、野烏を直接、間接に保護

する態度を養う。

(2)観察学習

野鳥の様々な生態を観察し、記録し、分析する

ことによって科学的な見方、考え方、扱い方がで

きるようにする。

なお、これらの活動は、図工科（巣箱の製作、

えさ台の製作、愛鳥カレンダーの製作等）、理科

（各種の観察活動)､算数科（資料の整理）、国語

科（文をつくる、話す、発表する）、道徳、等と

密接な関係をもっており、総合的に指導される。

2愛鳥活動計画

「愛鳥教育」創刊号に紹介したものを、毎年改

訂しながら進めている。57年度の6月の内容をそ

の1例として示す。

野鳥保護委員会の活動

研究活動の推進

巣箱の架設、回収、まとめ

野鳥のえさづくり呼びかけ、えさ集め

野鳥誘致園の清掃、管理（毎月）

探烏会の実施（毎週金曜日）

愛鳥週間行事の推進

観察カードの配布、回収、集計

野鳥コーナーの整理（毎月）

愛鳥だよ')の発行（毎月）

、
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はばたき6月の計画 (6/12～6/26）3回（通算8

戸倉小学校は、東京の多摩の五日市にある学校で、生徒数113人の学校です。愛鳥活動の歴史は古く、まわり'
豊かな自然環境を生かした教育は、数々の表彰を受けています。ここに紹介した表は、毎月ある行動予定のほんグ
ー部です。

－11－

ねらい 演習活動 留意点 資料・その他

1

｡身近な野鳥を見て

名前を覚え、親しませ

る。

並
～
明
日

学校のまわりを歩き

4，5月の烏に､オナガ、

カラスを加えてみる

26学校のまわりを歩き、
日
鳥の名前を見ながら、
「大きさ

親しむ。

に目を向け

｡4，5月の烏の絵を褐示し

ておく。6月のオナガ、カ

ラスの絵、スライドを用意

しておく ■

q

｡大きさを見る時は基準の

烏をわからせ、それと比べ

させる。（ズングリ、スマ

－卜などもふれる）

。スライド、絵、それ

までに書いた観察カー

ド

･→・スズメより………

。ヒヨドリより……

・キジバトより……

・カラスより………

ｉ
ｆ

｡学校のまわりを歩き

烏の飛び方、歩き方な

どを確かめる｡

｡鳴き方を覚える‘

大きさを見分ける方

法を理解させる．

Ｌ
～
旺
日

2（

日

学校のまわりを歩きと

がら、4、5月で学習

した方法で烏を見、深

める。鳴き方を自分な

りに聞きなす‘

1年に同じ‘

。“聞きなし 弓 ホトトギス

一トッキョキョカキョク、

のように分かりやすく人の

言葉で表わしたもの。どん

なものでも可。判断の手か

かりを作ること。

1年に同じ。

｡愛烏テープを少しず

つ選んで聞かせたい。

r
q

k

｡学校のまわりの探烏

会をする。年間を通し

てどのような野鳥が見

られるか、季節・植物

などのかかわ)でとら

えさせる。

12～26E

探烏会をする，

｡学級の記録や個人の記録

を積み上げるようにする《

｡掲示物を工夫し、意欲を

もたさせるように留意する，

｡植物、気温にも目を向け

させる《

。 自分の図鑑を作ろう、

のはたらきかけをする。

｡夏烏について表を用

意する。

。シジュウカラ ツノ、

メなどの身近な野鳥の

営巣について調べ、個

体の変化のようすを理

解させる‘

12身のまわりで観察した
E

19

26

日

ものをもちよらせ、絵や

表にしながら、巣作り－

卵一ヒナー親の過程、そ

れに伴う巣材、親の活動

などいろいろ明らかにする

探烏会をする（身近も

烏の名前を覚える‘

夏烏について知る。

3年に同じ
3年に同じ

｡戸倉地区のツバメa

巣の調査をし、ツバノ

の巣がどのような条偶

の所にあるか、理解さ

せそ ◎

u

1
各地区ごとに調査し

26図や表に表わす《
『

｡前年度との比較をする，

｡時間を2単位ずつとつマ

活動することも可◎

｡子どもが地区ごとにやそ

場合は交通に気をつけさせ

る 。

｡昭和56年度の調炎資

料（スライド、図）

国
■
■

。ヒヨドリ、スズメの

数を調べ、環境との力

かわ)方を考えさせる｛

｡西戸倉地区を全員で回っ

て数を調べる。

(12，19，26日）

。コースは3コースで･3班

に分かれる

｡裁量時間を活用する。

。19日は星竹コース、盆娩

地区は子どもに調べさせ、

26日に集計し、記録に残す。

｡調べ方のプリント

記録用紙｡



41

5

6侭

7E

9

10月

11月

12月

1

2月

3月

東京都世田谷区立船橋小学校愛鳥タイム年間計画

1年

｡餌台に餌をあ

げを

･ぬ')絵（スズ

メ）をする

｡巣箱の観察

巣に出入りす

る烏のようすを

見暑

°探烏会

学校のまわり

烏の大きさに注

意してみる

､ 作文

｢烏さんとお話

ししよう

｡愛鳥スライド

を見る（低学年

用

｡ぬり絵（スズ

メ、ムクドリ）

をする

烏の大きさを

考える

｡餌や)の計画

をたてる

給餌のしか丈

｡探烏会

餌台にくる‘信

愛烏カードを

書く

｡探烏会

学校のまわり

愛鳥カードを

書く

作文

作文

2年

。ヒマワリの種

子をうえる

｡探烏会（ツバ

メ

学区域のツノ、

メの巣を見を

｡巣箱の観察

巣に出入りす

る烏（餌、ふ（

運び卜

作戎

｢烏の気持ちに

なって．

。ヒマワリの種

子集め

烏の餌になZ

ものを知る

｡ぬり絵（キジ

バト、ツバメ）

をする

烏の飛び方を

考える

｡餌やりの計画

をたてZ

《 自分の家で餌

やりをする

｡餌台の形を考

えを

｡餌台作り

(家庭用）

。

■ 探烏会

餌台にくる‘鴬

をまとめる

作文

作文

3年

0 ツバメの研突

の計画をたてる

ツバメの巣a

調査

ツバメの巣a

調査

。 ツバメの観察

記録の整理をす

吾

｡ツバメの観察

記録を書く

･ぬ)絵（ヒヨ

ドリ、ハシブト

ガラ）をする

｡探鳥会

季節によって

見られる烏の違

いを知を

｡探烏会

季節によって

見られる烏の違

いを知を

｡探烏会

芦花恒春置

作文

(愛鳥カルタ作

):

。 作文

(同上

4年

｡巣箱観察の計

画をたてを

｡ポスター作I

巣箱（ムクド

リ）の調査

｡巣箱の調査託

録の整理をすそ

｡巣箱の調査託

録の整理をす2

｡巣箱の観察託

録を書｛

ぬ)絵（オナ

ガ、シジュウカ

ラ､カワラヒワ）

｡餌台作りの計

画をたて2

グループ作)、

餌台の邪

｡餌台作I

｡餌台作r

作文（言葉）

作文

(同上）

5年

｡探烏会（千歳

台方面の畑

。ポスター作り

｡探烏会（千歳

台方面の畑

｡愛鳥スライド

を見る（高学年

用

自由研究の計

画をたてを

●

q 自由研究発表

(国語の時間で

も扱う）

d

q ぬ)絵（ツグ

ミ、メジロ、モ

ズ）

｡巣箱作)の計

画をたてを

｡巣箱作II

巣箱かけ

作文

(創作物語）

作文

(同上）

6年

自由研究の計

画をたてる

ポスター作り

｡学校園、学年

園、野鳥園の整

備をする。

｡愛鳥映画をみ

る

〔 自由研究の記

録の整理と夏休

みの計画をたて

る

』

可 自由研究発表

(国語の時間で

も扱う

｡清掃活動

(芦花恒春園

｡学校園、学年

園、野鳥園の整

備をすそ

』

可 記念植桧

。カレンダー作

I)の計画をたて

を

。カレンダー作

')(切り紙版画）

。カレンダー作

)

。カレンダー作

)

‐

船橋小学校は、世田谷の環8沿いにある学級数22､児童数906人の学校です。まわ)は住宅街で身近な烏たちを
あいてに活動をしています。本表の愛鳥タイムは月1～2回あるゆとりの時間に実施しているものです。
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愛烏活動のヒント・1
(財)山階鳥類研究所資料室長

柴田敏隆

探烏は早朝

一般に探烏会が朝早く行われるのには、相応の

理由がある。多くの烏は、かなりはっきりした昼

行性（昼間活動する性質）なので、朝は、日の出

前の東天が白むころから活動を始める。人里附近

ではカラスが、森林地帯ではヒガラがとりわけ早

起きで、日の出前40分位にはすでに目醒めの第一

声を発する。海辺で､は、ウミネコやウミウが早く、
にび

これも、空が鈍色になるころから飛びまわるよう

になる。

由井正敏さんという烏の学者が、野鳥のカウン

トをするとき、一日のどの時間帯にやったら、単

位時間内に一番たくさん数えられるかを、極めて

くわしく調査した結果も、従来経験的に言われて

いた、日の出前後の2時間位が一番良かった、と

いう結果が出ている。

したがって、日の出前1時間位には現地に到達

して、夜の烏と昼の烏の交替を観察しながらその

日の探烏を始めるのが一番良いことになる。しか

も、早朝は爽やかで､、人間の側の心理的効果も極

めて高い。探烏の終了も、およそ日の出後2時間

位に終わるとよかろう。

ウェイダー(Waderと呼ばれる干潟の烏たち、

すなわち、シギ・チドリ類は飛来が日の出よりも、

干潟が露出する方に、大きく影響されるので、そ

の時刻をみはからうとよい。

潮汐表（潮時表一なければ理科年表からその土

地の干満時刻を計算する）をみて、大潮の最大干

潮時を読む。その少し前に現地について、干潮と

ともに干潟ができて、それにしたがって烏が飛来

するのをみるのも良いが、むしろ、潮が満ちてき

て、沖合から岸辺に烏たちが追いもどされてくる

のを、岸にじっと座ったままで観察するのが､ヴェ

テランのやり方で､ある。最大干潮は、大体太|場の南

中時に合うので､ウェイダーの観察だけは、早朝か

らねばけまなこをこすりながらやらないで､もよい。

望遠鏡は感動も拡大

望遠鏡は、双眼鏡より高倍率で、遠くのものを

近くに引きよせ、つま')大きくはつき')見るのに

役立つが、初心者にとっては、ごちゃごちゃした

環境要素の中から、目的とする対象を明確にとら

えて、視野の中に限定する、当然ながら意識の中

にクローズアップ°して位置づける大切な役割があ

る。

それとともに、今ひとつ大切なことは、感動も

増幅する、ということである。視野いつぱいにと

らえた小鳥が、胸を張って一生懸命に唄っている

のを目の当たりにした初心者は、深い感銘を受け、

美しい、可愛いい、すばらしいといった感情に、

心を大きくゆさぶられることであろう。このこと

が、鳥が好きになり、自然を愛し、ひいては、こ

れに学びつつ、自然保護を決意する重要なきっか

けとなるのである。

だから、リーダーは、望遠鏡の用い方に習熟し

ていなければならない。

三脚の足は、アイピースの下が空くようにセッ

トしなければいけない。手前に足が一本出ている

と、初心者ほど、この足によくぶつかり、そのた

び目標は、一瞬にして視野から外れてしまうから

で､ある。

また、相手が子供の場合、その背丈にあわせて

高さを加減する必要がある。背が届かなくて、無

理するから、目標は、視野の下方へ消え去ってし

まうので､ある。

ピントのあわせ方が、専用ダイヤル式か、アイ

ピースのヘリコイド式か、鏡胴のヘリコイド式か

も教示してやろう。案外なことにパン棒の使い方

を知らない人が少なくない。私はかつて固く固定

したパン棒をもぎとられてしまったことがあった。

初心者には、移動目標を無理して追うより、梢

で､鳴くオオルリのような動かない目標をゆっくり、

存分に見せる方が大切で､ある。
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つばめの子
今井小学校2年1組

ほうせんたまえ

たいふうの日、おとうとのひではるが、

「すずめつかまえたよ」

と、いって、うれしそうに虫とりあみの中に小

鳥を入れて帰ってきました。おとうさんが虫とり

あみから出して

「この鳥は、すずめじゃなくてつばめだよ」

と、いって、つばめを見ていました。すると、

おとうさんの手に赤い小さな虫がたくさんついて

いました。なんだろうと見ていました。それは、

ダニでした。

つばめは、雨にぬれてふるえていました。おと

うさんが、

「ひではる、はこをもってこい」

と、いいました。

「なんのはこ」

と、ひではるがいったので、わたしは、

「ふれにつかう道ぐのはこじゃないの」

と、いうと

「わからない」

と、ひではるがいいました。

「ねえちゃんのいうとおりだよl

と、おとうさんがいったので、ひではるが2か

いからカメラのあきばこをもってきました。おと

うさんが、はこの中にあたらしいぞうきんをしい

て、つばめをそっと入れ、つばめの体をまいてあ

げました。それでも、つばめはふるえていました。

きんぎよのえさを、おゆでやわらかくしてわり

ばしをカッターでうすくした所にえさをのせ、つ

ばめの口の中に入れてやりました。おなかがいっ

ぱいになったみたいに、おなかがふくれていまし

た。おひるに、おとうさんがラーメンをつくった

ので、そのラーメンをこざらに入れてさましてか

ら、こまかくきってわりばしにのせてあげました。

しばらくして、はねがかわいたので、ひではる

が尾をひとさしゆびでたたいたら、ちやダンスの

上までとんでいきました。わたしがとくいの口ぶ

えをふいたらとんで､、わたしの頭の上にとまって

「ピー、ピー」

と、なきました。かわいいなあと‘思ったのでそ

っとなでてやりました。だんだんつばめの子がす

きになってきました。わたしとひではるが、つば

めを手やかたにのせているところを、おとうさん

がカメラとテレビでとってくれました。

夜、おかあさんが帰ってきたとき、ひではるが、

「おかあさん､下においてあるはこをすてないで」

と、いいました。わたしは、ほんとにつばめを

すきになってしまいました。しんぱいで夜もねむ

れないかんじでした。それなのに、おとうさんは、

よくほっといてテレビを見ていられるなあと思い

ました。

そのつぎの日、つばめを手にのせたり、かたに

のせたり、せなかをなでたりしてあげると、目を

つぶってコックリ、コツクリしていました。その

ときおとうさんが、

「はやくピーコ（インコ）にえさをや)なさい」

と、いったけど、わたしは時間ぐらいつばめ

とあそんでいました。それから、ピーコにえさを

やって、またつばめとあそびました。

雨がやんでから、つばめが、

「ピー、ピー」

と、鳴きだしたので、どうしたかと見まわした

ら、親つばめがとんで､きたので、おどろきました。

それで、ひではるに、

「つばめをにがしていい」

と、いったら、ひではるが

「うん、いいよ」

と、いったから、まどをあけてしきいの上にお

きました。つばめはぜんぜんとびません。2回目

もとばなくて、3回目をやろうとしたら、おかあ

さんが赤虫をもって帰ってきました。

赤虫をピンセットで、つばめの口のそばまでや

ると、赤虫を食べようと口を大きくあけたので、

口の中に入れてあげたらゴックンとのみこんで、

たくさん食べました。そして、また、しきいの上

にのせてあげました。親つばめが、

「ピー、ピー」
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と、鳴いて円をつくっていました。

しばらくすると、親つばめのあとにつづいてと

んでいって、ふけさんの家のとよにとまりました。

親つばめは、とよのまわりを何回も何回もまわっ

て鳴いていました。わたしは、へやのまどから、

だいじょうぶかなあと思いながら見ていました。

ずうっと見ているうちに、わたしは大きな声でな

きだしてしまいました。とよの所は、雨がふると

ながされて、おちてしんじやうと思ったからです。

それから何回も、何回も

「おかあさん、やっぱりあのつばめとって、とっ

て」

と、いいました。おかあさんが、

「くら〈なっても、まだいたらとってあげる」

と、いいました。わたしが、

「さっきから、なにも食べていないからしんじや

フ」

と、いうと、おかあさんは、

「親つばめが、近くにいるからだいじょうぶ」

と、いいました。つばめが、とよの中に入って

しまったので、

「雨がふればしんじやうから、やっぱりとって」

と、いったら、おかあさんが、

「きょうは、雨がふらないからだいじょうぶ」

と、いってとってくれませんでした。つばめは、

おひるごろからずうっと、とよの中にいました。

わたしは、しんぱいでしんぱいで、たまりません

でした。おとうさんが小鳥のずかんをもってきて、

「つばめはわたり烏で、ピーコとはちがって、家

の中でかってはいけないんだよ」

と、おしえてくれました。

つぎの日のあさ、雨がふっていました。

「つばめがいるよ」

と、いって、おかあさんがおこしてくれました。

下にいってみたら、びっしょりぬれているつばめ

が、はこの中にいました。わたしはうれしくて、

にこつとわらいました。はねをかわかして、2か

いへつれていって、まどのしきいのところにおい

たら、また、親つばめがきて、くるくる回ってい

ました。おとうさんに、

「まどをあけてもいい」

と、いったら、おとうさんが、

「しやしんをとるからまってて」

と、いって、カメラをもってきました。そして、

「おれえちゃんが、にがしてもいいならまどをあ

けなさい」

と、いいました。わたしは、雨がふっていたが、

親つばめがかわいそうなので、まどをあけてやり

ました。親つばめが、

「ピー、ピー」

と、鳴くと、子つばめはとんでいきました。そ

して、ふけさんの家の2かいのやねのはじにとま

りました。おとうさんが、大きなレンズをつけた

カメラで何まいもうつしました。おとうさんが、

「おれえちゃん、見てもいいよ」

と、いったので、カメラをのぞいて見ると、親

つばめが子つばめにえさをやっていました。

いつのまにか、親つばめといっしょに、どこか

へとんでいってしまいました。わたしは、子つば

めがとんでいって、よかったと,思いました。

原稿募集
ここでは、今井小学校2年・宝泉珠恵さんの

作品を紹介しました。まよい込んだツバメの子

をめぐって宝泉家で対応におわれるようすが珠

恵さんの目をとおして生々と表現されているの

で参考になればと,思い掲載いたしました。また、

本稿は投稿されたもので、今後とも本誌におい

ては、子供たちの作品（作文、絵、立体など）

を紹介し、アイテfイアと情報の普及につとめたい

と考えております。また、先生方が学校で立て

た事業計画、配布した手づくりパンフなどもお

送りいただければ機会をみつけて紹介いたしま

す。特に応募規定をもうけませんので､お気軽

に原稿をお送)いただければ幸いです。
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愛鳥資料の紹介

はじめに

集まりたくも集まれない、お互いの歩みを知ら

せ合わなければならない、という二つの問題を当

初からかかえて、運営についていろいろ悩んでい

ますが、三年目を終わろうとしている今、ようや

くその道すじが、少し見えてきたように思われま

す。今回ここにご紹介する文献は、当研究会に送

られてきたものですが､｢これをこのように誌上で

ご紹介し、必要とあらば貸し出しができるように

して、お互いに活用し合いさらに愛鳥教育の充実

を期待していく」ということを願ったわけです。

ささやかな試みですが、一つの方法であろうと

思います。

ただご紹介に当たって十分意がつくせないとい

うことについては、当方の微力と誌面の関係です

が、研究物をご提出の方に、特におわびいたしま

す。よろしくご諒承下さい。また今後とも、校内

での資料をはじめ単行本など発行されましたらお

送り下さい。ご紹介いたします。

創立10周年記念誌沖純県八重山野鳥の会

10年前、野良仕事をしている人の近くで烏を見

ることには「この忙しい時にのんび)烏など見て

いる」といわれそうな雰囲気があった……。いま

野烏観察という趣味はようやく八重山でも市民椎

を得て……とあとがきに書かれています。

南国の豊かな自然を思わせる空と山とカンムリ

ワシの美しい表紙は、そのまま会員の方々のこの

会によせる情熱を伝えています。

八重山地方の鳥類目録は、「日本鳥類目録第5版，

をもとに、八重山野烏の会会員等の観察記録や文

献からの資料を追加して記載されたもので、11頁

に渡り、56科、294種があげられています。

八重山の自然として、地質、気候、植物、陸生

動物の説明があり、八重山の野鳥の項では、環境

と烏類の生態、戦前の資料、探鳥地案内等があ')、

私と野鳥、民話と方言など、八重山が身近に思え

る楽しさが感じられました（本書は会員の島村修

さんからお送')いただきました)。

鐙
雪蕊
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青 柳昌宏著自然観察のし方II 青柳昌宏著
ニューサイエンス社刊

この本では､｢対象とする地域を原則として都市

および近郊、農村漁村に設定している。ごく普通

の自然の中でできる自然観察を選んで見たつもり

……」と冒頭に書かれています。また本の使い方

として、（1）自分で工夫して、（2）自分で調べて、

(3)自然観察のテーマを1頁1テーマ100あげて、

どこからでもやってみてと呼びかけています。

そして、楽しい自然かんさつ、風景学入門、地

学観測所、磯と川辺のかんさつ学入門、緑のたん

けん学入門、バードウォッチング入門、小さい生

き物の世界、人と自然のあり方の研究、の項目に

まとめられていますが、とても広い範囲のことが

比較的理解しやすい表現で、読者にその観点を示

しています。小学校から、指導にあたられる方々

まで、読みようで､、また目的によって、いろいろ

利用できると思います。本書は筆者の青柳先生か

ら当会にプレゼントしていただきました。

研究紀要神奈川県伊勢原市立高部屋小学校

野鳥を愛しその生命を護I）自然との心の通うか

かわり合いを持ち、自然と共に生きる心構えを培

うことは、人間の生命を護り人間性豊かな心情を

陶冶することになり、その心情や行動がかけがえ

のない自然と人間生活の調和をもたらすというす

じ道を本校の「愛鳥教育」の基本においてあると

巻頭に書かれています。

そして教職員が研修に心がけ、それを児童に還

元し、地域、PTAの協力を得ながら、長期にわ

たって普段の継続実践の活動を通して深める……

とあります。

ゆと')の時間、特活の時間が主で､、国語、図工、

理科、社会、音楽、体育、道徳に関連づけられた

教育課程の位置づけがあ')、月別、学年別、教職

研修の年間計画表がつくられています。また「目

標にむかって」という項目で､、各学年の子どもの

野鳥に対する姿勢の実態をもとに、ねらいを明確

にすることに努力がはらわれています。
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根室の自然と教育根室自然教育研究会

根室自然教育研究会の創立10年記念号として特

集されたもので、10数人の方々の論文、研究実績

が掲載されています。

自然保護のことを単なる知識理解として児童生

徒にわからせるのでなく、実際の地域の自然にた

ちむかわせて、具体的に肌でわからせねばならな

い……。自然保護というと、ありのままの自然を

そのまま保存し続けるという考え方になるが現代

に通用できない側面がある。人間生活……の接点

では、自然と産業との調和をはからねばならない。

有害な動植物は、自然のバランスの中でコントロ

ールも必要となる……それをする人間の深い知恵

を確かに育てる教育のあり方を求めるのがこの会

の目的である…（要約）というような呼びかけで

結成され会の、論文、実績が記載されているので

す。また根室市の植物目録、根室市の夏烏初認記

録、知床横断道路鳥類調査の記録もあ')、別冊で

会誌総目録、寄贈文献目録もつくられています。

愛鳥モデル校の歩み(S53～56)山形県

愛鳥モデル校は、鳥獣保護思想の普及の一環と

して、小・中学校40校に1校の割合で指定、16校、

4年間の各学校、独創の野鳥保護活動をこの冊子

にまとめた……とはしがきに書かれています。

全国に愛烏モデル校は、約900校ほどあります

が、所属する県によって、いろいろな歩みになっ

ています。とにかくこのように記録を県単位でま

とめられ、その地域でのこの教育活動が、より確

かなものに深められていくということは貴重なこ

とと‘思われます。

特にこれから愛鳥活動をはじめようとする学校

にとって、学校規模、地域の状況、活動内容など、

いろいろ記載されているので、参考資料として大

いに役立つことでしょう。

むろん、このようなまとめを、実践の上にたっ

てなされた各校が、その足跡として実績を確かめ

られ、さらに次の飛躍を求められるよき指針とな

られたことと,思います。
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野 鳥はともだち東京都世田谷区

世田谷区は、健康都市区民運動の一環として愛

鳥運動を始めたとのことです。大都市の中て､のこ

の方針を受けて、それを具体的な教育活動として

つくり上げられ、実践された愛鳥モデル校の記録

の要約が記載されています。

世田谷区で最も多く見られる野鳥は、オナガ、

ヒヨドリ、シジュウカラ、ムクドリ、キジバトな

どで、154種が見られたと書かれています。

自然観察はできないと考えられがちな都会の中

で、身近にいる野烏を見つけて、子どもたちに関

心を持たせ、さらに教育活動として、学校がとり

上げている点がすばらしいと思います。また、6

つの愛鳥モデル校の、それぞれの歩みと、紹介さ

れた、子どもの作品からは、素朴なよろこびと、

まじめな追究の姿を感じとることができます。

もっともっと、多くの都会で、忘れられている

自然が、子どもたちによって発見され、子どもた

ちに豊かな人間性が培われるよう願っています。

みどりと野鳥「愛鳥作品コンクール｣入選作品集

朝日学生新聞社、日本児童ペンクラブ、日本鳥

類保護連盟が、野烏の愛護と、自然保護をテーマ

に、昭和57年5月10日から9月20日,しめきりまで

の、3053編の応募作品の中から、選んだ入選作品

をまとめたものです。

3053編の応募作品は、国内はもとより、韓国､

インド、台湾、イギリス、デンマーク、ニュージ

ーランド、チェコスロバキア、ベルギー、イスラ

エルなどからもよせられたとのことです。

愛烏ということの意味について、深く考え「野

鳥が野鳥らしく自分で､生きていけるような自然を

守ってあげることが大切」とまとめた小学校4年

生、三年間精密にシジュウカラの観察をし考察を

深めた5年生をはじめとして、純真な子ども達の

とらえた、人と野鳥とのかかわり合いの姿は、読

む人に言い知れない感動を与えます｡(希望者は、

朝日学生新聞社へ切手170円送るともらえます）

（下田澄子記）
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不忍池カモ観察会報告
ポカポカと暖かく、まるで春が一足飛びにやっ

てきたような1月30日（日）、上野不忍池で愛鳥

教育研究会主催のカモ観察会が行われました。小

田原市立山王小学校から児童と父兄45名、世田谷

区立船橋小学校から児童2名も参加して、総勢64

名と大盛況でした。

不忍池は大都会の中心部にあるにもかかわらず

カモの渡来地として、また全国でもまれな、カワ

ウのコロニーがあるところとして、有名なところ

です。当日も、オナガガモ、ホシハジロなどのカ

モ類やカワウの数の多さに、皆さん圧倒されてい

たようでした。

当日は、上野動物園飼育課の福田道雄さんより

「不忍池のカモとカワウ」についてのお話があり

ました。スライド上映をまじえた楽しいお話でし

た。お話が終わった後、山王小学校の児童の1人

は「ますますカモが、好きになっちゃった」と言

っていました。この子のような子どもが1人でも

多くふえるようにこれからもがんばりましょう。

○参加者

赤城敏子、林口末弘、下田澄子、松本千鶴子、

勝亦順子、小田原市立山王小学校児童および父兄

（秋沢信幸、小林和幸、佐久間巨光、佐野政興、

杉本哲也、杉山英樹、鈴木宏明、高橋宏康、常盤

和宏、玉井孝、堤善之、常盤順二、野本達也、

原田信彦、山田真史、石井佐知子、大森直美、小

川信江､西郷雅美、杉本千恵、鈴木香識、瀬戸直

美、野田智子、船島正恵、三上まり子、望月理花、

湯川恵子、譲原千晶、渡辺香識、三上由里子、鈴

木慎二、高橋俊彦、西郷剛史、原田みゆき、杉山

正子、鈴木文江、渡辺芳子、鈴木勝代、西郷恵美

子、高橋八重子、堤松子、杉本照江、秋沢和江）

世田谷区立船橋小学校児童2名（小林晴美、三井

英美）久保田ひとみ、山本ますみ、植田睦之、

有吉龍一、藍原和子、北川恵子、三浦正雄・禦子、

中原正之、今末正雄、

他連盟職員松田、斉藤、宗形。

○確認された烏

カイツブリハシビロガモハクセキレイ

カワウホシハジロヒヨドリ

ダイサギキンクロハジロシジュウカラ

マガモオジロワシスズメ

キジバトコガモムクドリ

ヒドリガモドバトハシブトガラス

オナガガモ

編集後記
、4年目の会費〃のお願い

○実は、本誌の編集は去年の暮から手をつけてい

昭和55年、山階鳥類研究所で生声をあげた“愛たのです｡まだ日があると思っている内に3月、そ

烏教育研究会〃も、今年5月17日で満3歳を迎えして例の国会巣箱作戦があって、年度内必着があ

ました。その間にはいろいろなことがあ0、教育やぶまれています。遅れましてすみません。先に

に関していえば、決して明るいニュースばか)であやまっておきます｡○国会巣箱作戦は、まずは成

はあ')ませんでした。愛鳥教育活動についても、功。マスコミから風見鶏は巣箱に入るのか、とか

まだまだその存在すら知らない人が多いのではなメジロ（地名から人名を表す）がくるのでは、な

いでしょうか。私たちと会員の皆様、双方手を取どと書かれるのではと心配していたのです。子供

りあって、愛鳥教育を普及させるためにがんば'）たちが一生懸命架ける姿を見て、そういった郷揃

ましよう。はなくなりました｡子供の魅力ですね｡(rrf)○国会

4月からは新年度になります。来たるべき4年巣箱大作戦で、久しぶりに木に登ったら、翌日は、

目の会費も、お忘れなくご納入下さるようお願い 体のそこいら中が痛くて、もう、わやです。自分

いたします。会費は2,000円です。 の運動不足と体力の衰えを感じました｡(ムネ）
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鋤
お申し込みは、（財)日本鳥類保護連盟まで

切手､現金書留､郵便振替などでお願いします」

〒'50東京都渋谷区宇田川町37－'0

渋谷レジデンシヤルオフィス405

Tel03-465-8601振替東京5-'9214

商品名 定価円 送料円

愛鳥ペーパーウェイト

(2)シジュウカラ

愛鳥レターセット《横罫》

〃《縦罫）

愛鳥びんせん《横罫》
〃 《縦罫】

愛鳥シールセット

愛鳥タンブラーセット（2個）

愛鳥ソーサー

愛鳥カップ

愛鳥ゴブレット（3個）

カセットテープ「野鳥をききに

愛鳥トランプ

ジグソーパズル

」

いきものの世界はたすけあし

新聞広告縮刷版I集(S48.5～51.4

新聞広告縮刷版11集(851.5～53.4

新聞広告縮刷版111集(S53.5～56.3

愛鳥エプロン《フクロウ》

《キツツキ》〃

愛鳥トレーナー

(カーキ・キツツキ

愛鳥トレーナー

(グレー・フクロウ

愛鳥トレーナー

(ホワイト・フクロウ

愛鳥トレーナー

(ブルー・キツツキ）

・野鳥の会

山野の罵

水辺の蔦

野鳥識別ハンドブッゴ

バードウォッチンク

フィールドガイド日本の野馬

フィールドガイド

BIRDSOFJAPAN

山野の鳥（カード・カセット）
・その他

BlRDSINJAPAN

ペンギン野鳥案内図典(I)

・森林・公園・庭園の晴

ペンギン野鳥案内図典(II)

・湖・川・沼・畑の鳥

ペンギン野鳥案内図典(Ill)

･海・海岸の鳥

コリンズ自然案内シリーズ

野草（花）小図典
コリンズ自然案内シリーズ

野鳥小図典

コリンズ自然案内シリーズ

樹木小図典

コリンズ自然案内シリーズ

野生動物小図典

コリンズ野鳥案内図典

コリンズ世界の海鳥図馴

ハムリン野鳥図典（上製

ハムリン野鳥図典（並製

鳥類生態学

東京の野鳥
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商 品名 定価円 送料F

・連盟

野鳥図鑑

野生鳥類の保護

美しい自然シリーズ・庭に小鳥を

〃・野鳥を見に

〃・自然の中で

自然の教室

ぬり粥

カモの見分け方

野鳥保護のしお(

バードビルタッブ（ルリビタキ）
〃 （ハクセキレイ）

バードウォッチング入f"

バツチ（ツバメ）

｢私たちの自然」保存用ファイノ↓

ワッペン（カイツブリ

・バードカービング

キットカワセミ（片面挽き

キットカワセミ（両面挽き）

キットカワセミ（飛翻形）

キットモズ（片面挽き】

キットモズ（両面挽き）

キットカワラヒワ

キットトモエガモ

キットオシドI‘

彩色セツト

バードカービング（朝日ソノラマI

木彫りの鳥を作ろう

バードカービング（講談社

野鳥を彫る

◇

･バードペインティングキット

(絵具付）マガモ

･バードペインティングキット

(絵具付）オナガガモ

･バードペインティングキット

(絵具付）カワセミ

セラミック・デコイ

（完成品）カワセミ（大）

セラミック・デコイ

（完成品）カワセミ（小）
・サントリー

愛鳥絵ハガキセット(I)日本の鳥
〃 (2)四季の烏

愛鳥エンピツセット

愛鳥ペーパーウェイト
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